
条件

営業所得 ３，１００，０００円

配当所得（上場分） ２００，０００円

社会保険料 ３００，５００円

旧生命保険料支払金額 ５４，０００円

介護医療保険料支払金額 １１５，０００円

旧個人年金保険料支払金額 ２０４，０００円

配偶者（４２歳）の給与収入 １，２００，０００円

７５歳・７２歳の同居の親扶養有

　 社会保険料控除 ３００，５００円

　 生命保険料控除 ７０，０００円 ※１

　 配偶者特別控除 ２１０，０００円

　 扶養控除（同居老人等２人） ９００，０００円

＋基礎控除 ４３０，０００円

所得控除合計 １，９１０，５００円

旧生命・旧個人年金

介護医療保険料

　 総所得金額 ３，３００，０００円

－所得控除額 １，９１０，５００円

１，３８９，５００円 ⇒

調整控除前の市民税所得割額

営業所得３，１００，０００円＋配当所得２００，０００円＝３，３００，０００円

※計算方法の詳細は「所得一覧」をご覧ください。

支払った保険料５４，０００円×１／４＋１７，５００円＝３１，０００円①

支払った保険料が７０，０００円超の場合は、一律３５，０００円②

※１　生命保険料控除計算方法

※総合課税を選択した場合

支払った保険料が５６，０００円超の場合は、一律２８，０００円③

※計算方法の詳細は「控除一覧」をご覧ください。

生命保険料控除額は、①・②・③それぞれの控除額の合計額（限度額７０，０００円）

課税総所得金額１，３８９，０００円×税率６％＝８３，３４０円

１，３８９，０００円（千円未満の端数切り捨て）

営業所得と配当所得のある人

所得計算

所得控除計算

課税所得金額

所得割額



調整控除前の県民税所得割額

市民税に係る調整控除額

県民税に係る調整控除額

配当控除

市民税

県民税

調整控除後の市民税所得割額

配当控除後の市民税所得割額

調整控除後の県民税所得割額

配当控除後の県民税所得割額

配当割額控除額

市民税に係る配当割額控除額

県民税に係る配当割額控除額

配当割額控除額後の市民税所得割額

配当割額控除額後の県民税所得割額

均等割額

市民税額

県民税額

年税額

課税総所得金額１，３８９，０００円×税率４％＝５５，５６０円

市民税６８，３００円＋県民税４５，４００円＝１１３，７００円

調整控除額

８３，３４０－９，３００円＝７４，０４０円

５５，５６０円－６，２００円＝４９，３６０円

３１０，０００円（人的控除額の差）＜１，３８９，０００円（合計課税所得金額）

合計課税所得金額が２００万円以下のため、人的控除額の差と合計課税所得金額のどちらか少ない方の５％
（市民税３％、県民税２％）が控除額となります。

３１０，０００円×２％＝６，２００円

３１０，０００円×３％＝９，３００円

市民税３，５００円　県民税２，５００円

均等割額２，５００円＋所得割額４２，９００円＝４５，４００円

均等割額３，５００円＋所得割額６４，８００円＝６８，３００円

７０，８４０円－６，０００円＝６４，８４０円

４６，９６０円－４，０００円＝４２，９６０円

⇒６４，８００円（１００円未満端数切り捨て）

⇒４２，９００円（１００円未満端数切り捨て）

配当所得２００，０００円×配当控除１．６％＝３，２００円

配当所得２００，０００円×配当控除１．２％＝２，４００円

７４，０４０円－３，２００円＝７０，８４０円

４９，３６０円－２，４００円＝４６，９６０円

１０，０００円×２／５＝４，０００円

１０，０００円×３／５＝６，０００円

２００，０００円×５％＝１０，０００円


